
３駅懇話会
（鶴巻温泉駅・東海大学前駅・渋沢駅）

振り返り

令和６年２月２５日（日） 秦野市産業振興課



秦野市４駅にぎわい創造検討懇話会とは？

まちに関わる様々な人のまちに対する

思い、アイデアを共有し、形にする場

 自分事として将来のまち（将来の暮らし等）を考える・共有する。

 やりたいこと、できそうなこと（アイデア）を具体化し、実践・検証しながら、
今後の自分達の役割、関わり方について考える。

 懇話会を通じて、仲間づくりやまちに関わることの楽しさ・達成感につな
げていく。 2



 自分たちができる、「まちにいいこと」を考える。
 「どこで」「なに」をやるとまちが活性化しそうかを考える。
 実際にやってみる。
➤例えば…「空地でマルシェをやってみる」「道端にベンチを置く」

 活動と議論を積み重ねる。

 実際の体験などをもとに、自然体のまちの方向性づくりを行う。
 行政は、活動を支援する形で、できること・やるべきことを施策とする。

まちの活性化・多くの人がまちのにぎわいづくりに参加したくなる

懇話会でやろうとしていること
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R4
• ３駅（鶴巻温泉駅・東海大学前駅・渋沢駅）
懇話会立ち上げ

R5
•各駅周辺の魅力や課題の抽出

•やってみたいことのアイディア出し

R6 • アイディアを実践してみる
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鶴巻温泉駅
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課題
①個店の周知
②弘法の里湯の活用
③地域の交流する機会や場所
④温泉街としての雰囲気づくり
⑤施設が分散されている
⑥小田急電鉄総合車両移転計画に伴う、
鶴巻地区のまちづくり

魅力
①おいしい飲食店が多い
②自然と触れ合える距離が近い
③定期的に朝市やマルシェが実施されている
④弘法の里湯がある
⑤登山者が多い
⑤都心からのアクセスが良い
⑥駅前が明るくてきれい

回数 日程 内容

① R４年１１月９日 懇話会参加者紹介・進め方

② R５年２月１０日 駅周辺の特徴や魅力を見える化するマップ作成

③ R５年７月１２日
課題の抽出及び魅力の再発見
にぎわい創造のためにやりたいことのアイディア出し

④ R５年９月６日 にぎわい創造のためにやりたいことのアイディア出し

⑤ R５年１１月８日 やりたいことのアイディアの実践方法の検討
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にぎわい創造のために『やりたいことアイディア』を考えようテーマ

懇話会で話し合われたアイディア

✔広報に関すること

✔地域交流に関すること

✔弘法の里湯の活用に関すること

✔施設等の環境整備に関すること
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■広報に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

グルメマップ
の作成・活用

ショップカード
の普及・PR活動

若者へのPR
若者を巻き込ん
だイベント

「トトロの木」
をPR（ジブリ
ファンが集ま
る）

新宿から１時間
で来れる手軽さ
をＰＲ

温泉の利用者を
増やすための
PR・広報

駅周辺でお店がで
きるテナントや物
件の紹介（ゴール
デン街）

自然×都市のコ
ンテンツを誘致

東海大学生、地
元高校生を上手
く呼び込む

ターゲット選定
をして、それに
合わせたマーケ
ティングの実施

市の情報を知る
カフェ、集いの場
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■地域交流に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

駅前広場で子ど
も主役のイベン
トの実施（団地
住民との交流）

まちの穴場めぐ
りツアーの実施
（お店・スポッ
ト・名物店主）

鶴巻温泉駅北口
広場の活用

外国人住民と地元
住民のつながり

登山客と地域
住民の交流

若者に割引券を
配布し、まちに
関わるきっかけ
をつくる。

古民家の活用
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■弘法の里湯活用に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

弘法の里湯を中心と
した観光・食の案内、
イベントを実施

鶴巻温泉駅＝「サウナ」
のイメージにしていく。

地域拠点としていく
（公民館・市民セン
ター機能・観光案内）

足湯を駅前に設置
目立つ場所に、解
放的に集える場所
に

里湯の地元活用

温泉の利用者を
増やすための
PR・広報
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■施設や環境整備に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

自由に持ち帰れ
る本棚の設置

学習スペースの設置自分を表現する場所

市民開放
スペースの設置

道や歩道が狭い 公民館機能を駅前へ

お試し出店の支援

子ども、高齢者も安
心して歩ける歩者分
離の環境

駅からハイキン
グコースへの
ロープウェイ

旅館の再生
（温泉復活）

ピアノの設置
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①広報のアイディアを募集するイベントの実施

②地域交流イベントの開催

③グルメマップの作成

④子どもが主役となるイベント

⑤里湯を中心としたイベント（観光・食）

⑥まちの穴場巡りツアーの実施（店・スポット・名物）

⑦地元を知ることができる施設や集える施設

魅力の実現・課題の改善に向けた取り組み



東海大学前駅
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課題

①学生とまちの交流が少ない

②学生や地域の人が立ち寄れる場所がない

③学生がいない期間のまちが寂しい

④駅前広場の活用

⑤情報の発信方法

魅力

①多くの学生がまちを訪れる

②飲食店が多い

③自然が豊か

④住みやすい

⑤おおね公園

回数 日程 内容

① R5年2月2日 懇話会参加者紹介・進め方

② R5年6月26日 参加者が思うにぎわいについて意見交換

③ R5年８月３０日 駅周辺の特徴や魅力を見える化するマップづくり

④ R5年10月2４日 にぎわい創造のためにやりたいことのアイディア出し
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にぎわい創造のために『やりたいことアイディア』を考えようテーマ

✔東海大学に関すること

✔駅前広場の活用に関すること

✔広報に関すること

✔企画に関すること

懇話会で話し合われたアイディア
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■東海大学に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

おしゃれなマルシェ

小・中学生を対象
にしたイベントを
大学構内で実施

学食と商店のコラボ
駅から大学までの
道のりをアート体
験にする。

大学生にウケそうな商店の
ポスターを作る

大学生とのコラボ
フリーマーケット

学生が商店街を
SNSで発信

学生のたまり場
（フリースペース）
をつくる

学生にチャレンジ
させるお店

大学生との交流

空き時間を活用した
ちょこっとjob

大学の学食やエントランスな
どでメルカを周知する。

学生主体の喫茶店
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■駅前広場の活用に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

おしゃれなマルシェ

朝市等継続的・
定期的イベント

季節ごとの
フリーマーケット

イルミネーショ
ンの実施

小中学生の発表の場

大学生とのコラボ
フリーマーケット

生活に役立つマルシェ
（祭りとは違う）

OMOTANのPR

駅から大学までの道の
りをアート体験にする。
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■広報に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

小・中学生を対象にしたイベ
ントを大学構内で実施

学食と商店のコラボ

駅から大学までの道の
りをアート体験にする。

学生が商店街を
SNSで発信

OMOTANのPR

大学の学食やエントランス
などでメルカを周知する。

商店街HPの活用

お店に入るきっかけ

お店の割引券
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■企画に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

おしゃれなマルシェ

小・中学生を対象にしたイ
ベントを大学構内で実施

学食と商店のコラボ

駅から大学までの
道のりをアート体
験にする。

OMOTANのPR

子どもが主役のイベント

祭りの裏側を体験
できるイベント

夜市 ４駅交流イベント

周知・マップ
動画作成

地図の入ったチラシ

大学の学食やエント
ランスなどでメルカ
を周知する。

昔のあそびを体験
できるイベント

フードシェアリング

おおね公園でイベント

大学生とのコラボ
フリーマーケット



①地域の人や学生がまちに興味を持ち、まちを利用する仕組み

②子どもが主役となる事業

③知らない店舗に入店するきっかけづくり（店舗のPR）

④東海大学とのコラボレーションの事業を継続、拡大

⑤大学生が商店街で職業体験をする機会
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魅力の実現・課題の改善に向けた取り組み



渋沢駅
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課題

①高校生・大学生が学習する施設や集まれる場所

②駅前広場へのアクセスが悪く、わかりづらい

③商店街でテイクアウトできるお店が少ない

④登山客等が帰ってきた方が行く場所

⑤イチオシのお店やスポット

⑥ロータリーの混雑

魅力

①様々なジャンルの個店がある

②子どもたちが遊べる場所が多い

③週末は登山客やアクティビティ客が多い

④駅から見える景色

⑤ZARDのモニュメントがある

回数 日程 内容

① R５年2月3日 懇話会参加者紹介・進め方

② R5年6月28日 駅周辺の特徴や魅力を見える化するマップ作成

③ R5年7月23日 まち歩き

④ R5年9月4日 まち歩きで見えた、駅周辺の特徴や魅力、課題

⑤ R5年10月23日 にぎわい創造のためにやりたいことのアイディア出し
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にぎわい創造のために『やりたいことアイディア』を考えようテーマ

✔駅前広場の活用

✔若者の居場所づくり

✔商店街に関すること

✔その他

懇話会で話し合われたアイディア
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■駅前広場に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

駅広の活用（キャン
プ、バーベキュー、
朝市）

駅広でマルシェを
やってみる

公園をきれいにし
て利用者を増やす

駅広歩道橋上
で景色を見な
がら喫茶コー
ナー

駅広のキャンプイベント
渋沢駅のフォ
トスポットガ
イド作成

外国語MAP・
看板の作成

駅広を芝生にする

子どもたちの発表
の場づくり

駅周辺にベンチ設置
駅広をキッチ
ンカーコー
ナーにする

駅広でZARDコン
サート
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■若者の居場所づくりに関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

E4×商店街店主

既存の祭りの事務
局に若者参加、ブ
ラッシュアップ

子どもたちの発
表の場づくり

若者を支援する
モノ・カネ

空き施設をリノ
ベーションして
学習できるよう
な場所をつくる

公共施設や空き
店舗を活用して
自習室の設置

若者がやりたいこと
の支援

曲松児童センターで
高校生が勉強。活動
できるようにする。

曲松児童センターの
有効活用

駅近くに学生が利用
できる自習スペース

をつくる
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■商店街に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

登山客ターゲットの
ハッピーアワー 駅周辺ングルメ

マップ

テーマごとのフリー
マーケット

週末登山客をター
ゲットにロータリー
から開設付近で出店

登山客向け割引サービス 各飲食店が集まって
フードフェスをやる

ワンコインの食べ歩
きイベント

おかずのテイクアウ
ト店を増やす

公園に様々な年代が
入るカフェ
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■その他に関するアイディア

時
間
が
か
か
る
こ
と

す
ぐ
で
き
る
こ
と

自分たちでできないこと

自分たちでできること

登山者向けエリア別ス
タンプラリー

環境保護保全 バズりそうな写真
をアップ

駅周辺の店舗利用
でバスの割引

４駅１日乗車券

路上駐車
スペースの確保

ピーナッツのアピール意見を言う機会

本屋の代わり

空き店舗の活用

商業施設の誘致
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①景観を活かした駅周辺での滞留場所の設置

②若者と協働した地域イベントの実施

③曲松児童センター等公共施設を活用した

若者の活動場所づくり

④登山客をターゲットとしたサービス

⑤商店街を中心とした気軽に立ち寄れるイベントの実施

魅力の実現・課題の改善に向けた取り組み



R4
• ３駅（鶴巻温泉駅・東海大学前駅・渋沢駅）
懇話会立ち上げ

R5
•各駅周辺の魅力や課題の抽出

•やってみたいことのアイディア出し

R6 • アイディアを実践してみる
29
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様々なアイディアをありがとうございました。

引き続き、まちのにぎわいづくりについて

一緒に考えていきましょう。


